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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

地域振興総務課 産業振興対策審議会運営事務 現状のまま継続
平成25年2月をめどに産業振興の具体的方策について協議し、答申をまと
める。

地域振興総務課 「マルシェ・ひらかた」開催事業 改善

引き続き、より効果的、効率的な開催方法を検討する。
意欲的な商業者のPRや産業間連携のきっかけ作りを強化するため、各商
店会が取り組んでいる定期市などの場に、農業者を紹介することなどを検
討する。

平成24年度
二次対象事業

地域振興総務課 地域振興関係事業 改善
京阪電鉄と交野市との連携については、今後の進め方について協議を行
う。

地域振興総務課
くらわんか産業いきいきイベント事業(65
周年事業)

休・廃止
産業総合イベントとして、平成24年11月10日（土）、11日(日）に淀川河川公
園で開催。周年事業のため、平成24年度限りで終了。

地域振興総務課 産業振興対策事業 現状のまま継続
産業振興ワーキンググループは、継続して検討を進める。競艇組合につい
ても、円滑な連絡調整を行う。

平成25年度
二次対象事業

地域振興総務課 地域振興総務課運営事務 現状のまま継続 現状を維持しつつ、可能な範囲で事務の効率化を図る。

生涯学習課 子ども大学探検隊事業 改善
平成24年度については、希望する大学で開催予定であるが、25年度以降
については、学園都市ひらかた連携モデルの創設に伴い、事業展開の見
直しを行っていく。

生涯学習課 コミュニティカレッジ推進事業 改善

参加者数が少なかったことを受け、平成24年度については、名称を「ひら
かた市民大学」に変更し、また参加費については無料にするなど見直しを
行う。なお平成25年度以降については、学園都市ひらかた連携モデルの
創設に伴い、事業展開の見直しを行っていく。

生涯学習課 日本語・多文化共生教室開催事業 改善
本事業は教育委員会の社会教育事業の補助執行として実施しており、そ
のあり方も含めて見直しを検討していく。

事務事業総点検に係る対応方針 地域振興部
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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

生涯学習課 朝鮮語教室運営事業 改善
本事業は教育委員会の社会教育事業の補助執行として実施しており、そ
のあり方も含めて見直しを検討していく。

生涯学習課 「なんでも、どこでも出前塾」実施事業 改善
市民が必要とする生涯学習情報を提供するため引き続き実施。学びのリー
ダーバンクについては、制度を見直す。

生涯学習課 生涯学習事業 現状のまま継続

平成24年度は、御殿山生涯学習美術センターにおいて、地元の御殿山渚
商店会と年間を通じて連携し事業実施している。
各生涯学習市民センターにおいても、センターの特色を活かした地域活
性化について検討し、公益財団法人、地元商店街などの民間事業者との
連携を進め、より一層、効率的かつ効果的な事業実施に努める。

平成24年度
二次対象事業

生涯学習課 生涯学習市民センター学習支援事業 改善

生涯学習情報プラザについては、NPO法人に運営委託している。また、平
成24年度から高齢社会室所管「生きがい創造学園」の実施場所として利用
率も向上させている。
今後もより、効率的な運営について検討していく。

平成24年度
二次対象事業

生涯学習課 生涯学習情報システム事業 休・廃止 市ホームページのCMSへの統合に伴い、本事業については廃止。

生涯学習課 生涯学習市民センター活動委員会事業 現状のまま継続
事業内容を検証しつつ、引き続き市民と連携して各種事業の企画・実施に
取り組む。

平成25年度
二次対象事業

生涯学習課 生涯学習情報プラザ主催事業 改善 実施する事業を精査し整理する。

生涯学習課 生涯学習市民センター維持管理事業 現状のまま継続
改修・修繕については、枚方市市有建築物保全計画に基づき、計画的な
保全を行なうとともに、保全計画対象以外の設備等の補修についても順次
計画を立てて執行していく。

生涯学習課 ひらかた人形劇フェスティバル支援事業 現状のまま継続 地元商店街とも連携しながら、活性化を図っていく。

生涯学習課 市民ギャラリー主催事業 改善 総合文化施設の建設を検討する中で、美術施設のあり方を検討していく。

生涯学習課 ふれあいホール運営事業 改善 総合文化施設の建設を検討する中で、美術施設のあり方を検討していく。
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生涯学習課 市民ギャラリー運営事業 改善 総合文化施設の建設を検討する中で、美術施設のあり方を検討していく。

生涯学習課 市所蔵芸術作品管理事業 改善
市所蔵美術工芸品台帳システムを活用して行う管理方法のあり方につい
て検討を行う。

生涯学習課
枚方市美術施設運営委員協議会運営
事務

現状のまま継続 今後も年3回以上開催し、芸術・文化活動の向上に努める。

生涯学習課 生涯学習課運営事務 現状のまま継続 今後も継続して、執行していく。

生涯学習課 枚方市生涯学習推進審議会運営事務 現状のまま継続 生涯学習を総合的に推進するため、審議会を開催していく。

生涯学習課
ひらかたコミュニケーションカフェ開催事
業

改善

参加者数が少なかったことなどから、平成24年度については、現在のディ
スカッションのほか、ワークショップやフィールドワークなどを行う、参加・体
験型の講座に見直しを行う。平成25年度以降については、学園都市ひら
かた連携モデルの創設に伴い、事業展開の見直しを行っていく。

文化観光課 にぎわい空間創出事業 現状のまま継続
広報ひらかたなどで効果的なPRを行うなど、本事業に関する情報発信を
強化する。

文化観光課 海外友好都市交流推進事業 現状のまま継続
交流事業の実施、霊岩郡との交流内容の検討、国際化コーディネーター
の活用、庁内の国際化の推進。

文化観光課 文化国際財団活動補助事業 現状のまま継続
より優れた文化事業の実施、国際化の推進、市民の文化活動の支援に取
り組む。

文化観光課 国内友好都市交流推進事業 現状のまま継続
別海町中学生が枚方市訪問、菊緑の会協力、名護市市民訪問ツアー実
施、友好都市サミット開催。

平成25年度
二次対象事業

文化観光課 友好・交流都市物産展開催事業 現状のまま継続 全ての友好・交流都市の参加を目指し、各都市に協力をお願いする。
平成25年度
二次対象事業

文化観光課 枚方市駅観光拠点事業 改善
市民に開かれて、かつ効果的な本市の魅力発信が行える場を目指しリ
ニューアルを実施する。
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文化観光課 ふれあいセンター施設運営事業 改善
市民に開かれて、かつ効果的な本市の魅力発信が行える場を目指しリ
ニューアルを実施する。

文化観光課 淀川舟運推進事業（文化観光課） 改善
民間のイベント支援の他、新たな魅力付けとして市内バス観光を付加した
舟運イベントを試行する。

文化観光課 菊フェスティバル開催事業 現状のまま継続
枚方市駅2階コンコースの菊人形の展示や市内各箇所にポスター・チラシ
等を設置する。

平成25年度
二次対象事業

文化観光課 菊人形支援事業（補） 現状のまま継続
公園緑化協会の解散に伴い、市民菊人形の会への関わり方を検討してい
く。

平成25年度
二次対象事業

文化観光課 文化観光協会負担金交付事業 改善
改善に向けた協議の中で、事業の取組み報告と合わせて事業検証と改善
方策を求めていく。

平成24年度
二次対象事業

文化観光課 文化観光協会活動補助事業 改善
「ひらかた観光ステーション」のオープンに伴い、全市的な観光発信を効率
的に推進できるような体制づくりを図っていく。

平成24年度
二次対象事業

文化観光課
枚方フェスティバル協議会支援事業
（補）

現状のまま継続
「コストの比較・分析」や「サービス水準の把握」など、効果的な事業である
かを客観的に評価するため、枚方フェスティバル協議会の主催事業「枚方
まつり」に類似した他地域の事業を調査研究する手法を検討する。

平成24年度
二次対象事業

文化観光課
市内6大学・高等学校合同音楽祭開催
事業

休・廃止
菊文化発信に見合う音楽祭を新たなかたちで検討するため、本事業は平
成23年度で終了。

文化観光課 桜フェスティバル開催事業 現状のまま継続
行政中心の市の花発信イベントから、地域主導の定着したイベントへの遷
移を検討する。

文化観光課 花と音楽のまちづくり推進事業 現状のまま継続 グッズの活用、ロゴマークの使用について促進PRを行う。
平成25年度
二次対象事業

文化観光課 子ども芸術文化育成支援事業 改善 申請状況・実績等から制度のあり方について検証を行う。
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文化観光課 子ども芸術文化育成支援補助事業 改善 申請状況・実績等から制度のあり方について検証を行う。

文化観光課 市民会館施設維持管理運営事業 現状のまま継続
耐震診断を実施し、安全性確保のための対応を行うため、平成24年度は
指定管理者制度から市直営へ変更した。

文化観光課 くずはアートギャラリー運営補助事業 現状のまま継続

広域的なPRによりくずはアートギャラリーの利用率の向上を図る。
また、くずはモールのリニューアル工事に伴い、平成25年度から休館及び
平成26年春のリニューアルオープンに向けて、施設レイアウト及び管理運
営体制見直し 検討を行う

平成25年度
二次対象事業

文化観光課 文化振興事業 改善

将棋イベントについては、子ども達の夢を育みながら効率化も図るよう取り
組んでいく。また、漢字クイズ大会については、クイズ大会という形式にこだ
わることなく、より効果的、効率的に実施するため事業手法の見直しを行
う。

平成24年度
二次対象事業
（25年度再検討）

文化観光課 文化観光課運営事務 現状のまま継続 今後も引き続き効率的な課の運営を行う。

文化観光課 枚方市魅力発信事業 改善
枚方市、京阪電鉄、関西大学の3者による協議を行った結果、今後は学生
主体で事業を実施するよう市の役割を見直す。

産業振興課 ISO14001認証取得促進事業（補） 改善
ISO14001認証取得制度の周知を図るとともに、制度内容についても検討
を行う。

産業振興課
中小企業エコアクション21認証取得促
進事業

改善
エコアクション21認証取得制度の周知を図るとともに、制度内容についても
検討を行う。

産業振興課 工場立地法届出受理事務 現状のまま継続 引き続き、制度の周知に努め、適正な指導を行う。
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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

産業振興課 産学公連携フォーラム開催事業 改善
直接的な利益を求めない啓発型フォーラムであるため効果測定について
は困難な部分もあるが、地域活性化支援センターにおける経営相談の中
から事業者の声を拾い上げ、成果目標に沿った事業実施に努める。

平成24年度
二次対象事業

産業振興課 経済交流販売事業補助事業 改善
市内小売店舗の活性化を図るために個店の販売参加店舗数の増加に努
めるとともに、事業の申請受付、交付決定、実績報告時における提出書類
の見直し等、事業効果測定方法の見直しを検討する。

平成24年度
二次対象事業

産業振興課 枚方宿地区産業活性化補助事業 現状のまま継続 枚方宿地区の産業活性化を図るために当該制度の周知に努める。

産業振興課 伝統産業育成事業 改善 奨励金制度の周知を行うなど河内そうめん業の支援施策の見直しを行う。

産業振興課 テイクオフ補助事業 現状のまま継続 引き続き、制度を活用し、市内での創業を図る。
平成25年度
二次対象事業

産業振興課 地域活性化支援センター運営事業 改善
起業希望者の情報収集に取り組むとともに講座・セミナーの参加者にはア
ンケートを実施しており、また事業者の経営相談対応を踏まえて成果目標
に近づく効果的な事業を行っていく。

平成24年度
二次対象事業
（25年度再検討）

産業振興課 創業支援事業 現状のまま継続
引き続き、地域活性化支援センターを中心として創業支援に係る各種事
業を行う。

平成25年度
二次対象事業

産業振興課 企業立地促進奨励補助事業 休・廃止 事業完了に向け、交付申請受付事務等を行う。

産業振興課 地域産業基盤強化事業（補） 現状のまま継続
制度の周知を図り、新たな設備投資の促進を図るとともに、事業完了に向
け、交付申請受付事務等を行う

産業振興課 緊急資金融資信用保証料補給事業 現状のまま継続 事業完了に向けて同制度の周知を徹底し、交付申請受付事務等を行う。



7

所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

産業振興課 事業資金融資補助事業 現状のまま継続
今後も引き続き、当該制度をもって市内事業者の経営改善、安定化を図
る。

産業振興課 大阪ビジネスＥＸＰＯ支援事業（補） 休・廃止
総合的な事業者支援をめざし、北大阪商工会議所への委託事業の整理
を行うとともに、本事業を廃止し、より効果的で効率的な中小商工業者支
援の検討を行う。

平成24年度
二次対象事業

産業振興課 中小企業活動支援事業（補） 改善
平成24年度からは新規性・継続性を重視し、事業計画の公募・選定を行
う。

産業振興課 地域貢献型ビジネス支援事業（補） 改善
平成24年度からは新規性・継続性を重視し、事業計画の公募・選定を行
う。

産業振興課 地域商工業振興対策事業 現状のまま継続
中小商工業者の振興と育成のため、アンケート、講演会等事業に取り組
む。

産業振興課 枚方市商業振興事業補助事業 改善
事業内容の検討及び施策の効果検証に留意し、今後も引き続き、関係団
体と協力しながら市内商業の活性化に努める。

平成24年度
二次対象事業

産業振興課 商店街整備計画等認定等事業 現状のまま継続
法令等により実施が義務付けられている事業のため、今後も継続して実施
する。

産業振興課 商店街等活性化促進事業（補） 改善
商店街訪問を通しての実地に即した実態把握及び効果検証が可能となる
指標設定等によって、費用対効果に留意した制度構築に努める。

平成24年度
二次対象事業
（25年度再検討）

産業振興課 公設市場維持管理事業 休・廃止 民間転換に伴い、入居者の同意を得ることが必要である。

産業振興課 雇用対策事業 現状のまま継続 今後も雇用の確保と労働環境等の整備に努める。

産業振興課 地域就労支援事業 現状のまま継続 就職支援セミナー、就職支援出前講座、能力開発講座等開催予定。

産業振興課 産業振興課運営事務 現状のまま継続
課所管事務の適正かつ円滑で効率的な執行に向けて、各種庶務関連事
務を正確かつ迅速に執行する。
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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

産業振興課 中小企業情報発信支援事業 休・廃止
事業開始から3年が経ち、本事業は市内企業の情報発信に関して一定の
役割を果たしたため、本事業を廃止し、より効果的で効率的な中小商工業
者支援の検討を行う。

産業振興課
エコ工場化促進事業奨励金交付事業
（補）

現状のまま継続 引き続き企業の省エネルギー機器等の導入を支援する。

農政課
津田地蔵池オアシス共園維持管理業務
負担金交付事業

改善
公園としての効率的維持管理について関係課と協議する。共園管理上の
法的責任の範囲を確認する。

農政課
エコ農産物普及拡大事業負担金交付
事業

現状のまま継続

事業費の使途は農家との連絡調整や技術習得、市民へのPR経費であり
改善することは難しいと考える。
市民に安全安心な大阪エコ農産物をより多く供給するためには、一人でも
多くの農業者に大阪エコ農産物認証制度を知ってもらうとともに実際に取り
組んでもらうことが必要であるため、事業内容を整理し大阪エコ農産物の
普及拡大に努めていく。
平成23年度のエコ農産物申請農業者数については、平成22年度と比較
すると増加しており生産量が拡大していると思われる。今後も引き続きエコ
農産物申請農業者の増加に向けて取り組んでいく。

平成24年度
二次対象事業
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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

農政課 農業振興補助事業 改善

農畜産物の直接対面販売事業を行おうとする団体（農業生産・出荷販売
等の協業のために3戸以上の農家で組織するもの）に助成、㈱日本政策金
融公庫資金を借入れた農業者に対して、大阪府と市町村で利子補給をす
ることについては現状のまま継続。
3戸以上の農家で組織され、かつ構成員が同一生産目的について協業し
て、生産・出荷及び販売等に従事しているものに対し、農業施設の設置等
に対し助成については、対象を農作業の共同化及び農業の6次産業化に
寄与するものに集中特化しているものとしていきたい。

平成24年度
二次対象事業

農政課 景観形成推進事業補助事業 現状のまま継続 本事業への参加農家を増やし、作付面積の拡大を図る。

農政課 学校給食生鮮農産物供給事業 現状のまま継続 引き続き、エコ農産物の供給を行う

農政課
戸別所得補償制度等推進事業補助事
業

現状のまま継続 平成23年度からは、農業者戸別所得補償制度推進事業の本格実施

農政課 穂谷地区農空間活用補助事業 現状のまま継続 引き続き、農業者・市民・行政が協力して実施し、地域の活性化を図る。

農政課 土地改良事業補助事業 改善 事業内容及び事務手続きについては整理を行い、効率化等を図る。
平成25年度
二次対象事業

農政課 農業施設維持管理補助事業 現状のまま継続
農業の生産性の向上及びその保全と、都市と農業の調和を図るため、引き
続き継続。

農政課
大阪府北部農業共済組合運営事業負
担金交付事業

現状のまま継続 法令により実施が義務付けられている事務事業であり、継続して実施。

農政課 土地改良事業 現状のまま継続 農空間の保全及び農業振興に資するために、引き続き継続する。

農政課 農業振興事業 現状のまま継続
農地の有効利用、保全を図るため、継続する。
平成22年度に基本構想の改定しました。
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所管部署 事務事業名 今後の方向性 具体的な取り組み内容 備考

農政課 農業団体育成事業 現状のまま継続 市民交流事業を開催し、地域に根ざした農業を推進する。
平成25年度
二次対象事業

農政課 農業ファンクラブ推進事業補助事業 現状のまま継続 活動を通じて農業者との交流を深め、本格的な援農組織を目指す。

農政課 農業と市民交流事業 現状のまま継続
入園を希望する市民が多いが、入園者のマナー違反による苦情等、圃場
不足等、課題も多く、検討を要する。

農政課 ふれあいツアー開催事業 改善
開催回数の増加を目指し協議会への援助をするとともに、大阪エコ農産物
認証作物による内容充実を図る。

農政課 小学生食農体験学習支援事業 現状のまま継続 実施校数の拡大を目指す。

農政課 農政課運営事務 現状のまま継続 現状のまま継続。

農政課
新規就農支援モデル事業【ふるさと雇用
再生基金事業】

休・廃止 ふるさと雇用再生基金事業事業のため、平成23年度で終了。

里山振興課 森林ボランティア育成事業 現状のまま継続
より多くの受講者が、講座終了後に実際の保全活動に携われるよう、里山
保全活動団体と協力した手法を検討する。

里山振興課 里山保全事業 現状のまま継続
里山の魅力を広く市民に知ってもらうため、行政以外の主体の協力を得て
里山関連イベントを開催する。

里山振興課 里山保全活動補助事業 現状のまま継続
里山保全活動団体との意見交換会を通じ、本補助金による支援を継続す
る。

里山振興課 里山振興課運営事務 現状のまま継続 現状のまま、事務を進める。

財産区事務局 財産区財産管理事業 現状のまま継続 今後も現状のままで事務を執行する。

財産区事務局
財産区地区公共事業等交付金交付事
務

現状のまま継続 今後も現状のままで事務を執行する。
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財産区事務局 財産区議会運営事務 現状のまま継続 財産区議会運営が円滑に進み開催数があまり増加しないようにしていく。

財産区事務局
津田財産区会館（津田連合会館）管理
運営補助事業

現状のまま継続 今後も現状のままで事務を執行する。

財産区事務局 財産区管理会運営事務 現状のまま継続 今後も現状のままで、事務を執行する。

財産区事務局 財産区事務局運営事務 現状のまま継続 今後も現状のままで、事務を執行する。
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